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月日 曜日 会議名 

2/ 20 木 本会議（施政方針・議案提案） 

3/ 5 水 本会議（代表質問） 

3/ 6 木 本会議（代表質問） 

3/10 月 
建設常任委員会 

民生常任委員会 

3/11 火 
総務常任委員会 

文教常任委員会 

3/18 火 駅前等再開発特別委員会 

3/26 水 議会運営委員会 

3/28 金 
本会議（最終日） 

議会運営委員会 
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当
初
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
新
規
事
業
、
拡
充
事
業
の
主
な
も
の 

・
摂
津
小
、
三
中
、
四
中
校
舎
の
耐
震
補
強
等
工
事
と
別
府
小
、
一
中
、
二
中

校
舎
の
耐
震
化
実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

・
災
害
等
緊
急
時
に
活
動
す
る
小
型
給
水
車
を
配
備
し
ま
す
。 

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金
を
３
０
万
円
増
額
し
ま
す
。 

・
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室
（
旧
三
宅
小
体
育
館
）
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
ま
す
。 

・
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
費
補
助
金
に
多
子
世
帯
分
を
拡
充
し
ま
す
。 

・
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
購
入
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

・
南
千
里
丘
地
区
に
新
し
く
民
間
の
保
育
所
を
創
設
し
ま
す
。 

・
こ
ど
も
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
の
対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
引
き
上

げ
ま
す
。
（
所
得
制
限
付
き
） 

・
子
育
て
応
援
広
場
、
つ
ど
い
の
広
場
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。 

・
障
害
児
保
育
を
お
こ
な
う
民
間
保
育
所
等
に
市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
訪
問
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

・
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。 

・
妊
婦
健
診
受
診
券
の
公
費
助
成
額
６
万
円
か
ら
１
２
万
円
に
拡
充
し
ま
す
。 

・
い
じ
め
防
止
対
策
の
充
実
に
た
め
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣

回
数
を
増
や
し
ま
す
。 

・
教
員
資
格
を
持
っ
た
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
各
中
学
校
に
派
遣
し
ま
す
。 

・
高
度
な
英
語
能
力
を
持
っ
た
外
国
語
活
動
支
援
員
を
市
内
全
小
学
校
に
派
遣

し
ま
す
。 

・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
夏
季
（
５
～
８
月
）
開
館
時
間
を
１
時
間
延
長
し
ま
す
。 

・
中
小
企
業
融
資
事
業
で
女
性
、
若
者
、
シ
ニ
ア
の
起
業
を
応
援
し
ま
す
。 

・
３
世
代
交
流
が
で
き
る
体
験
型
の
市
民
農
園
を
開
設
し
ま
す
。 

・
市
民
課
窓
口
の
日
曜
臨
時
開
庁
を
お
こ
な
い
ま
す
。（
今
年
の
３
月
２
３
日
、

３
０
日
、
４
月
６
日
の
３
日
間
） 

・
市
内
循
環
バ
ス
の
停
留
所
を
正
雀
駅
付
近
ま
で
延
伸
し
ま
す
。（
年
度
内
に
十

三
高
槻
線
正
雀
本
町
部
分
が
供
用
開
始
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
） 

・
南
千
里
丘
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
跡
地
に
て
出
張
消
費
生
活
相
談
や
消
費
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
利
用
受
付
を
午
後
６
時
か
ら
７
時
に
延
長
し
ま
す
。 

 

・ 

第１回定例会の主な日程 
各日程、いずれも１０時からの開会予定 

小学校給食費で月５００円料金値上げ 

  １・２年生  3,100 円 → 3,600 円 

  ３・４年生  3,200 円 → 3,700 円 

  ５・６年生  3,300 円 → 3,800 円 

食料品が値上がりしているから？消費税が上がるから？安全

な食材の確保、栄養価の整った献立作りのためというけども… 

子
ど
も
医
療
費
助
成
小
学
６
年
ま
で
、
妊
婦
健
診
助
成
額
２
倍
、
学
校
耐
震
化
な
ど
前
進 

一
方
で
、
１
億
６
０
０
０
万
円
の
市
民
負
担
増
、
民
間
委
託
拡
大
な
ど 

 市民のみなさんから寄せられた願い実現めざし、 
    消費税増税や物価高からくらし守る予算に！とがんばります 

民間委託の拡大 

環境センターの夜間・休日の焼却炉運転業務、

ごみ収集では可燃・不燃で市内約７割の地域と

缶ビン、ペットボトルは全域が民間業者に！ 

給食調理業務はこれまでの鳥北、鳥西、味舌に

加え今年からの摂津小学校で４校目です。 

http://www.google.co.jp/imgres?biw=1067&bih=477&tbm=isch&tbnid=Tli8kIDDcG4DZM:&imgrefurl=http://www.yuiyuidori.net/jcp-tokorozawa/gikai/2010/gikai_1004_01.html&docid=zdsdJbsSEmN4jM&imgurl=http://www.yuiyuidori.net/jcp-tokorozawa/gikai/2010/img/100401_13.gif&w=150&h=146&ei=bYYEU7fuFcrloATjvYGICQ&zoom=1&iact=rc&dur=1888&page=2&start=10&ndsp=18&ved=0CJIBEK0DMBQ


 

摂津市ではこれまで６年間、国民健康保険料の引き上げは行わずにきましたが、国の制度

改革の方針で都道府県単位の広域化をすすめる流れのもと、他市の高い保険料にならして

いくというような方向になろうとしています。  

国民健康保険に加入している世帯は職場の社会保険や健保組合などに入っていない非正規

労働者や自営業者、失業者、年金ぐらしの高齢者などで、とりわけこの４月からの消費税

８％への引き上げの影響を大きく受けます。国が新たに低所得者への負担軽減策をつくる

としていますが、多くの世帯での大幅値上げがされようとしています。 

 

保険料の計算方法と今回の保険料改定の中身 

保険料は加入世帯の人数や所得に応じて計算され、介護保険や後期高齢者医療が導入され

てからは保険料に上乗せで「後期高齢者支援金分」「介護納付金分（40～64 才のみ）」が加

算されています。以下の所得割＋均等割＋平等割の合計がその年の保険料になります。 

 

所得割 前年の総所得金額から基礎控除額（33 万円）を引いた金額に以下の料率をかける 

医療給付費分     6.87％ → 7.19％ 

後期高齢者支援金分  1.55％ → 2.56％ 

介護納付金分     1.50％ → 2.76％ 

均等割 加入世帯の人数に以下の金額をかける（介護は 40～64 才の人数） 

  医療給付費分     28080 円 → 25760 円  

  後期高齢者支援金分   6720 円 →  8930 円 

  介護納付金分      9000 円 → 12190 円 

平等割 一世帯当たり一律に以下の金額がかかります 

  医療給付金分     22680 円 → 19980 円 

  後期高齢者支援金分   5520 円 →  6930 円 

  介護納付金分      5160 円 →  6520 円 

 

均等割・平等割の軽減 （国の制度改正で 5 割軽減、2 割軽減の基準が拡大） 

① 前年中の総所得が 33 万円以下の世帯        7 割軽減 

② 総所得が「33 万円＋24.5 万円×世帯人数」以下   5 割軽減 

③ 総所得が「33 万円＋45 万円×世帯人数」以下    2 割軽減 

所得 100万円 年金ぐらし夫婦（64才～74才） ２人世帯の場合 

  

 年間保険料 134,654円 → 142,357円 （7,703円↑） 

 

所得 200万円 40代夫婦と子ども１人 ３人世帯の場合 

 

  年間保険料 321,424円 → 370,797円 （49,373円↑） 

 

所得 300万円 40代夫婦と子ども 3人 ５人世帯の場合 

 

 年間保険料 490,224円 → 565,277円 （75,053円↑） 

 

 

賦課限度額の改訂 （年間保険料の上限金額） 

医療給付費分     510,000 円 → 510,000 円 

後期高齢者支援金分  140,000 円 → 160,000 円 

介護納付金分     120,000 円 → 140,000 円 

※今回の保険料率改訂で 4人世帯だと約 570万円の所得で限度額（81万円）に達する世帯と 

なります。 

 

国は消費税財源をもとに「低所得者への軽減策を拡充する」としているが、一方で「保険

料の滞納者に対する資産の差し押さえなど徴収強化」「都道府県単位の広域化の方向で市の

独自施策は廃止」などの押し付けが強められています。 

社会保障の制度として、市民の健康といのちを守る医療の要として改悪を許さない声と行

動を強めましょう。 

「国民健康保険料の値上げ中止を求める署名」をこの間、摂津市の国保を良くする会が取

り組んでいます。負担能力を超える保険料、さらに滞納者には延滞金まで上乗せする徴収

の強化は絶対許せません。 

「国保料は値上げでなく値下げを！」と引き続き頑張ります。 

http://www.google.co.jp/imgres?biw=1216&bih=617&tbm=isch&tbnid=b0xcLs7cEozuMM:&imgrefurl=http://matomeofmatome.doorblog.jp/archives/29635087.html&docid=rE4M80OJxaEnlM&imgurl=http://livedoor.blogimg.jp/matomeofmatome/imgs/7/1/7172d0bf.jpg&w=300&h=241&ei=XDMFU_moMIP_iAfK-oHADA&zoom=1&ved=0CIcBEIQcMBI&iact=rc&dur=987&page=2&start=15&ndsp=18
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